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首都圏空港の航空需要予測（発着回数）

○ 首都圏空港の発着回数（国内線＋国際線）は、上位・中位ケースでは２０２２年度、下位ケースでは２０２７年度に現在の計

年平均実質GDP成長率

＊各ケースにおける我が国のGDPの設定

画処理能力を超過する見込み。 （２０３２年度には７８～９４万回と予測。）

※2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催決定等の需要予測後の状況変化や、政策目
標の訪日外国人旅行者数2,000万人等は考慮していない。さらに国際空港において見られる
ピーク時間帯への集中についても表現できていない。
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年平均実質 成長率

2010-17 17-22 22-27 27-32

上位ケース 2.2% 3.0% 3.0% 3.0%

中位ケース 1.7% 2.0% 2.0% 2.0%
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ピ ク時間帯 の集中に いても表現できていない。
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首都圏の需要は

下位ケース 1.0% 0.7% 0.7% 0.7%
＊計画処理能力（設定）：71万回 ＊計画処理能⼒の設定について
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出典 ：「航空輸送統計年報」

（実績値） 「空港管理状況調書」他

首都圏の需要は
引き続き増加傾向

⾸都圏空港の計画処理能⼒（約7５万回）から、⽻
⽥・成⽥・⽻⽥の貨物便の枠（約４万回）を除き、

いずれも2020年代に
計画処理能力を超過
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１．羽田空港の空港処理能力を規定する要因

○ 滑走路処理能力は、滑走路毎に離着陸機の滑走路占有時間及び大型機の後方乱気流を考慮した安全間隔により算出する。

○ 羽田空港の空港処理能力は、安全性の担保、騒音影響の軽減、空港施設の容量といった要因により規定される。

＜空港処理能力イメージ＞

②騒音影響の軽減
①安全性の担保
井桁滑走路配置による出到着機の競合

滑走路処理能力

②騒音影響の軽減
・陸域での騒音総量の抑制
のため、東京湾を最大限活
用する飛行経路を設定

・井桁滑走路配置による出到着機の競合
等に配慮し、航空機同士の安全が確保さ
れる滑走路運用方式や飛行経路を設定

・航空機と地上建築物との安全が確保さ 滑走路処理能力
れる飛行経路を設定

空港処理能力
（４４ ７万回）（４４．７万回）

③空港施設の容量③空港施設の容量
・滑走路、駐機場、旅客ターミナルビル等の空港
施設は一定の空港処理能力の確保を前提に設置、
運営 3
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○ 現在の羽田空港の飛行経路は、陸域での騒音総量を可能な限り抑制するという観点から、東京湾に面するという地理的条

２．騒音影響の軽減～現行の飛行経路

【出発経路】 ふじみ野市
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○ 現在の羽田空港の飛行経路は、陸域での騒音総量を可能な限り抑制するという観点から、東京湾に面するという地理的条
件を活かし、東京湾を最大限に活用するとの考え方で設定されている。
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２．騒音影響の軽減～現行の滑走路運用方式と飛行経路 南風時（時間値８０回）

南風運用時 出発

到着

現行飛行経路
（南風運用時）

到着２８機／時

C滑走路

B滑走路

A滑走路

D滑走路

A滑走路

到着１２機／時

D滑走路

出発１８機／時
出発２２機／時

出発１８機／時
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２．騒音影響の軽減～現行の滑走路運用方式と飛行経路 北風時（時間値８０回）

北風運用時 出発

到着

現行飛行経路
（北風運用時）

出発１２機／時

A滑走路

C滑走路

B滑走路
出発１２機／時

A滑走路

D滑走路D滑走路 出発２８機／時

到着１２機／時到着２８機／時
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南風案１ 飛行経路

２．滑走路運用・飛行経路の見直し～南風時①

南風案１
（時間値８４回）

飛行経路

B滑走路

到着２８機／時

C滑走路

滑走路

D滑走路

A滑走路

到着１４機／時出発６機／時

D滑走路

出発２１機／時 出発１５機／時

出発（計４２回）

到着（計４２回）

本飛行経路は、技術的な検討のためのモデルとして作成したもの。
具体的な飛行経路については、今後の関係者との調整、管制運用上

の検証を踏まえ、引き続き検討していく。

出発・到着合計：８４回
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南風案２

２．滑走路運用・飛行経路の見直し～南風時②

南風案２
（時間値９０回）

到着 機 時

飛行経路

到着３１機／時

到着１３機／時

C滑走路

Ｂ滑走路

C滑走路

D滑走路

A滑走路出発２４機／時

出発（計４６回）

出発２２機／時

到着（計４４回）
※出到着及び南風時・北風時
の時間値を同数にして運用
すると仮定すると、出発44回、

出発・到着合計：９０回

到着44回（合計88回）となる
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本飛行経路は、技術的な検討のためのモデルとして作成したもの。

具体的な飛行経路については、今後の関係者との調整、管制運用上
の検証を踏まえ、引き続き検討していく。



北風案１

２．滑走路運用・飛行経路の見直し～北風時①

北風案１
（時間値９０回）

出発２２機／時

飛行経路

注：現行では、C滑走路
及びD滑走路の離陸
上昇経路が競合する
た 競合を解消する注

出発２２機／時

A滑走路

C滑走路
B滑走路

ため、競合を解消する
経路を設定する。

注

出発２４機／時

D滑走路
荒川

到着３１機／時
到着１３機／時

出発（計４６回）

到着（計４４回）
※出到着及び南風時・北風時
の時間値を同数にして運用
すると仮定すると、出発44回、
到着44回（合計88回）となる出発・到着合計：９０回
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本飛行経路は、技術的な検討のためのモデルとして作成したもの。
具体的な飛行経路については、今後の関係者との調整、管制運用上

の検証を踏まえ、引き続き検討していく。



２．滑走路運用・飛行経路の見直し～北風時②

出発

到着

北風案２
（時間値９０回）

出発 機 時

飛行経路飛行経路

着
出発２機／時 出発２１機／時

注
注：現行では、C滑走路
及びD滑走路の離陸
上昇経路が競合する

C滑走路B滑走路

A滑走路

上昇経路が競合する
ため、競合を解消する
経路を設定する。

D滑走路

A滑走路
出発２３機／時

荒川

到着３０機／時
到着１４機／時

出発（計４６回）

到着（計４４回）

※出到着及び南風時・北風時
の時間値を同数にして運用
すると仮定すると、出発44回、
到着44回（合計88回）となる
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出発・到着合計：９０回

本飛行経路は、技術的な検討のためのモデルとして作成したもの。

具体的な飛行経路については、今後の関係者との調整、管制運用上
の検証を踏まえ、引き続き検討していく。


